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(57)【要約】
【課題】　大型化した表示パネルに適用するために、新
規なバスライン設計構造を有する液晶レンズモジュール
を提供する。
【解決手段】
　本発明の一実施形態による液晶レンズモジュールは、
複数のレンズ電極と複数のバスラインを含む第１基板と
、前記第１基板と対向する第２基板と、前記第１基板と
前記第２基板との間に介在される液晶層と、を有し、前
記複数のバスラインは互いに幅の異なる少なくとも二つ
のバスラインを含み、前記複数のレンズ電極は互いに幅
の異なる少なくとも二つのレンズ電極を含み、前記少な
くとも二つのバスラインのうちの最大幅のバスラインは
、前記少なくとも二つのレンズ電極のうちの最大幅のレ
ンズ電極と接続する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のレンズ電極と複数のバスラインを含む第１基板と、
　前記第１基板と対向する第２基板と、
　前記第１基板と前記第２基板との間に介在される液晶層と、を有し、
　前記複数のバスラインは互いに幅の異なる少なくとも二つのバスラインを含み、
　前記複数のレンズ電極は互いに幅の異なる少なくとも二つのレンズ電極を含み、
　前記少なくとも二つのバスラインのうちの最大幅のバスラインは、前記少なくとも二つ
のレンズ電極のうちの最大幅のレンズ電極と接続することを特徴とする液晶レンズモジュ
ール。
【請求項２】
　前記複数のレンズ電極は第１電極と第２電極をさらに含み、
　前記第１電極と前記第２電極は電気的に絶縁していることを特徴とする請求項１に記載
の液晶レンズモジュール。
【請求項３】
　前記第１基板は、レンズ領域及び前記レンズ領域を取り囲む周辺領域をさらに含み、
　前記第１電極及び前記第２電極は前記レンズ領域に位置し、前記複数のバスラインは前
記周辺領域に位置することを特徴とする請求項２に記載の液晶レンズモジュール。
【請求項４】
　前記互いに幅の異なる少なくとも二つのバスラインは、大きな幅を有するＸバスライン
及び小さな幅を有するＹバスラインを含み、
　前記Ｘバスラインは、前記複数のバスラインの中で前記レンズ領域に最も近く位置する
ことを特徴とする請求項３に記載の液晶レンズモジュール。
【請求項５】
　前記複数のバスラインは、上側バスライン部、下側バスライン部、左側バスライン部、
及び右側バスライン部をさらに含み、
　前記上側バスライン部と前記下側バスライン部は前記周辺領域の長辺に位置し、前記左
側バスライン部と前記右側バスライン部は前記周辺領域の短辺に位置することを特徴とす
る請求項４に記載の液晶レンズモジュール。
【請求項６】
　前記周辺領域の外側に位置するレンズ駆動部をさらに有し、
　前記レンズ駆動部は前記上側バスライン部に隣接して位置することを特徴とする請求項
５に記載の液晶レンズモジュール。
【請求項７】
　前記複数のバスラインは前記レンズ領域を連続的に取り囲んでいることを特徴とする請
求項６に記載の液晶レンズモジュール。
【請求項８】
　前記上側バスライン部の幅は、前記下側バスライン部、前記左側バスライン部、及び前
記右側バスライン部の幅より小さいことを特徴とする請求項７に記載の液晶レンズモジュ
ール。
【請求項９】
　前記複数のレンズ電極は、前記複数のレンズ電極のうちの最も幅が広い中央電極を含み
、前記中央電極は前記Ｘバスラインと接続することを特徴とする請求項５に記載の液晶レ
ンズモジュール。
【請求項１０】
　下記の数式１を満足することを特徴とする請求項５に記載の液晶レンズモジュール：
（数１）
　０．５×（Ｌｙ×Ｂｘ）／Ｌｘ＜Ｂｙ≦（Ｌｙ×Ｂｘ）／Ｌｘ　・・・　（数式１）
　（ここで、Ｂｘは前記複数のバスラインのそれぞれの幅の内最小の幅、
　　　　　　Ｂｙは前記複数のバスラインのそれぞれの幅の内最大の幅、
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　　　　　　Ｌｘは前記複数のレンズ電極のそれぞれの幅の内最小の幅、
　　　　　　Ｌｙは前記複数のレンズ電極のそれぞれの幅の内最大の幅を示す。）
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶レンズモジュールに関し、特に大型化した表示パネルに適用するための
新規なバスライン設計構造を有する液晶レンズモジュールに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、表示装置技術の発展によって３次元（３Ｄ）の立体画像表示装置が注目を集めて
おり、多様な３次元画像表示方法が研究されている。
　立体画像表示の具現において、最も一般に使用される方法の一つは左右両眼視差（ｂｉ
ｎｏｃｕｌａｒ　ｄｉｓｐｌａｙ）を利用することである。左右両眼視差を利用する方法
は、左眼に到達する画像と右眼に到達する画像とを同じ表示装置で表示し、この二つの画
像をそれぞれ観察者の左眼と右眼に入射するようにする。つまり、両眼にそれぞれ異なる
角度で観察された画像が入力されるようにして、観察者が立体感を感じるようにする。
　このとき、画像を観察者の左眼と右眼にそれぞれ入るようにする方法としては、バリア
（ｂａｒｒｉｅｒ）を使用する方法と、円筒形レンズ（ｃｙｌｉｎｄｒｉｃａｌ　ｌｅｎ
ｓ）の一種であるレンチキュラーレンズ（ｌｅｎｔｉｃｕｌａｒ　ｌｅｎｓ）を使用する
方法などがある。
【０００３】
　バリアを利用する立体画像表示装置は、バリアにスリットを形成して、このスリットに
よって表示装置からの画像を左眼画像と右眼画像に分けて観察者の左眼と右眼にそれぞれ
入るようにする。
　レンズを利用する立体画像表示装置は、左眼画像と右眼画像をそれぞれ表示し、立体画
像表示装置からの画像をレンズを用いて光経路を変更することにより、左眼画像と右眼画
像に分ける。
【０００４】
　最近、電界によって液晶の配向分布を制御してレンズ形状を実現する液晶レンズ方式が
開発されている。液晶レンズ方式は、上板、下板、及び上板と下板の間に位置する液晶層
などを含むレンズパネルを使用する。レンズパネルは、電圧が印加されて電界を形成する
電極を含む。レンズパネルがレンズの役割を果たすように、電界が形成されて液晶層で光
が屈折する。
　表示装置の大型化に伴って立体画像を表示するためのレンズパネルも大型化しなければ
ならず、そのために応答時間遅延及び電極間のカップリング現象などが発生する問題があ
る。したがって、応答時間遅延及びカップリング現象を低減するために、レンズパネルに
おけるバスラインなどの新規な設計が要求される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、上記従来の立体画像表示装置における問題点に鑑みてなされたものであって
、本発明の目的は、大型化した表示パネルに適用するために、新規なバスライン設計構造
を有する液晶レンズモジュールを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するためになされた本発明による液晶レンズモジュールは、複数のレン
ズ電極と複数のバスラインを含む第１基板と、前記第１基板と対向する第２基板と、前記
第１基板と前記第２基板との間に介在される液晶層と、を有し、前記複数のバスラインは
互いに幅の異なる少なくとも二つのバスラインを含み、前記複数のレンズ電極は互いに幅
の異なる少なくとも二つのレンズ電極を含み、前記少なくとも二つのバスラインのうちの
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最大幅のバスラインは、前記少なくとも二つのレンズ電極のうちの最大幅のレンズ電極と
接続することを特徴とする。
【０００７】
　前記複数のレンズ電極は第１電極と第２電極をさらに含み、前記第１電極と前記第２電
極は電気的に絶縁していることが好ましい。
　前記第１基板は、レンズ領域及び前記レンズ領域を取り囲む周辺領域をさらに含み、前
記第１電極及び前記第２電極は前記レンズ領域に位置し、前記複数のバスラインは前記周
辺領域に位置することが好ましい。
　前記互いに幅の異なる少なくとも二つのバスラインは、大きな幅を有するＸバスライン
及び小さな幅を有するＹバスラインを含み、前記Ｘバスラインは、前記複数のバスライン
の中で前記レンズ領域に最も近く位置することが好ましい。
【０００８】
　前記複数のバスラインは、上側バスライン部、下側バスライン部、左側バスライン部、
及び右側バスライン部をさらに含み、前記上側バスライン部と前記下側バスライン部は前
記周辺領域の長辺に位置し、前記左側バスライン部と前記右側バスライン部は前記周辺領
域の短辺に位置することが好ましい。
　前記周辺領域の外側に位置するレンズ駆動部をさらに有し、前記レンズ駆動部は前記上
側バスライン部に隣接して位置することが好ましい。
　前記複数のバスラインは前記レンズ領域を連続的に取り囲んでいることが好ましい。
【０００９】
　前記上側バスライン部の幅は、前記下側バスライン部、前記左側バスライン部、及び前
記右側バスライン部の幅より小さいことが好ましい。
　前記複数のレンズ電極は、前記複数のレンズ電極のうちの最も幅が広い中央電極を含み
、前記中央電極は前記Ｘバスラインと接続することが好ましい。
　前記液晶レンズモジュールは、下記の数式１を満足することが好ましい。
（数１）
　０．５×（Ｌｙ×Ｂｘ）／Ｌｘ＜Ｂｙ≦（Ｌｙ×Ｂｘ）／Ｌｘ　・・・　（数式１）
　（ここで、Ｂｘは前記複数のバスラインのそれぞれの幅の内最小の幅、
　　　　　　Ｂｙは前記複数のバスラインのそれぞれの幅の内最大の幅、
　　　　　　Ｌｘは前記複数のレンズ電極のそれぞれの幅の内最小の幅、
　　　　　　Ｌｙは前記複数のレンズ電極のそれぞれの幅の内最大の幅を示す。）
【発明の効果】
【００１０】
　本発明に係る液晶レンズモジュールによれば、シングルルーティング（ｓｉｎｇｌｅ　
ｒｏｕｔｉｎｇ）構造にバスラインを設計することにより、デュアル駆動を実現してＲＣ
遅延（ＲＣ　ｄｅｌａｙ）の増加を改善することができる。また、反転駆動の前に階段状
の電圧レベル信号を印加することにより、液晶レンズモジュールの反転駆動を行うときに
発生するピーク電流（Ｐｅａｋ　Ｃｕｒｒｅｎｔ）を減少させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の一実施形態による表示装置を概略的に示すブロック図である。
【図２】図１のレンズパネルにおけるバスラインとレンズ電極及びレンズ駆動部の接続関
係を概略的に示す図面である。
【図３】本発明の一実施形態による単位電極を示す平面図である。
【図４】本発明の一実施形態による単位電極を示す断面図である。
【図５】本発明の他の実施形態による単位電極を示す断面図である。
【図６】図２のＡ領域を拡大して示す拡大平面図である。
【図７】図６の切断線Ｖ－Ｖに沿った断面図である。
【図８】図６の切断線ＶＩ－ＶＩに沿った断面図である。
【図９】レンズ駆動部とバスラインの接続関係を示す図面である。
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【図１０】図２のＢ領域を拡大して示す拡大平面図である。
【図１１】図１０の切断線ＩＸ－ＩＸに沿った断面図である。
【図１２】図２のレンズパネルのバスライン、共通電極線、及びシール材を示す平面図で
ある。
【図１３】図１２のＰ領域を拡大して示す拡大図である。
【図１４】比較例による表示装置の駆動に従う電圧波形のシミュレーション結果を示すグ
ラフである。
【図１５】本発明の一実施形態による表示装置の駆動に従う電圧波形のシミュレーション
結果を示すグラフである。
【図１６】図１２の実施形態を変更した表示装置におけるレンズパネルのバスライン構造
を示す平面図である。
【図１７】本発明の一実施形態による共通電極線構造を示す平面図である。
【図１８】図１７の切断線ＸＶＩ－ＸＶＩに沿った断面図である。
【図１９】図１７の切断線ＸＶＩＩ－ＸＶＩＩに沿った断面図である。
【図２０】図１７の切断線ＸＶＩＩＩ－ＸＶＩＩＩに沿った断面図である。
【図２１】図１２の実施形態を変更した表示装置におけるレンズパネルのバスライン構造
を示す平面図である。
【図２２】本発明の一実施形態による多チャネル構造を説明するために図１２のＰ領域を
拡大して示す拡大図である。
【図２３】図２の実施形態を変更した表示装置において、レンズパネルの第１基板に配置
されたバスラインとレンズ電極及びレンズ駆動部の接続関係を概略的に示す図面である。
【図２４】本発明の一実施形態によるレンズパネルの電圧駆動波形及びそれによる電流波
形を従来の場合と比較して示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　次に、本発明に係る液晶レンズモジュールを実施するための形態の具体例を図面を参照
しながら説明する。
【００１３】
　しかし、本発明はここで説明する実施形態に限定されず、他の形態に具体化することも
できる。むしろ、ここで紹介する実施形態は、開示した内容が徹底され、かつ完全なもの
となるようにし、また、当業者に本発明の思想が十分に伝達されるようにするために提供
するものである。
　図面において、層及び領域の厚さは明確性を期するために誇張して示した。また、層が
他の層または基板の「上」にあると言及される場合、それは他の層または基板上に直接形
成されるか、またはそれらの間に第３の層が介されることもある。明細書の全体にわたっ
て同一の参照番号で表示した部分は、同一の構成要素を意味する。
【００１４】
　図１は、本発明の一実施形態による表示装置を概略的に示すブロック図である。本実施
形態による表示装置は、光源モジュール、表示パネルモジュール、及び液晶レンズモジュ
ールを含む。
　図１を参照すると、光源モジュールは、光源部１００、光源制御部４１０、及び光源駆
動部５００を含む。表示パネルモジュールは、表示パネル２００、パネル制御部４２０、
及びパネル駆動部６００を含む。液晶レンズモジュールは、レンズパネル３００、レンズ
制御部４３０、及びレンズ駆動部７００を含む。
　光源部１００は表示パネル２００に光を提供する。光源部１００は光を発生させる光源
を含む。
【００１５】
　表示パネル２００は光源部１００の上に配置される。表示パネル２００は、互いに対向
する２枚のパネル基板、及びその間に介在される液晶層を含む構造を有してもよい。表示
パネル２００は、液晶表示装置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）を例
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として説明したが、これに限定されず、液晶レンズモジュールを適用できる他の種類の表
示装置であってもよい。例えば、表示パネル２００は、有機発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉ
ｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）、プラズマ表示装置、電気泳動表示装
置、または複数のキャビティ（ｃａｖｉｔｙ）を形成し、ここに液晶を満たしてディスプ
レイを実現するナノ液晶表示装置（Ｎａｎｏ　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐ
ｌａｙ）であってもよい。
　表示パネル２００が有機発光表示装置である場合には光源部、光源制御部、及び光源駆
動部などを含む光源モジュールは省略されてもよい。
【００１６】
　表示パネル２００は、複数のゲート配線（図示せず）、複数のデータ配線（図示せず）
、及びゲート配線とデータ配線それぞれに接続する複数の画素（図示せず）を含む。各画
素は、スイッチング素子（図示せず）、及びスイッチング素子に電気的に接続した液晶キ
ャパシタ（図示せず）を含む。下部表示板にゲート配線、データ配線、画素電極（図示せ
ず）を配置し、上部表示板に共通電極（図示せず）を配置することができるが、このよう
な構造は変更可能である。
　表示パネル２００は、２次元モードで２次元画像を表示することができる。表示パネル
２００は、３次元モードで３次元画像を表示することができる。
【００１７】
　レンズパネル３００は表示パネル２００の上に配置される。レンズパネル３００は、互
いに対向する下部表示板と上部表示板、及びこれらの間に介在される液晶層を含んでもよ
い。レンズパネル３００は複数の単位レンズ及び共通電極を含み、単位レンズは下部表示
板に配置され、共通電極は上部表示板に配置される。レンズ電極及び共通電極に駆動電圧
が印加されると、液晶層の液晶分子の配列が調節されて、レンズパネル３００はレンズの
屈折率分布を有するが、これについては後述する図３で詳細に説明する。
【００１８】
　レンズパネル３００は２次元モードまたは３次元モードで駆動される。例えば、２次元
モードでレンズパネル３００はオフされて、表示パネル２００から提供された画像を屈折
することなく、そのまま通過させる。したがって、左眼と右眼に同一の画像が到達して、
観察者は２次元画像を視認する。
　３次元モードでレンズパネル３００はオン（Ｏｎ）されて、レンズとして動作して表示
パネル２００から提供された画像を屈折させる。したがって、表示パネル２００から提供
された画像を左眼及び右眼のような視域に分離することにより、観察者は３次元画像を視
認する。
【００１９】
　制御部４００は、外部から入力画像データ、入力レンズデータ、及び入力制御信号を受
信する。
　入力画像データは、２次元画像データ及び３次元画像データを含んでもよい。入力画像
データは、赤色画像データ、緑色画像データ、及び青色画像データを含んでもよい。入力
レンズデータは、レンズパネル３００の液晶層がレンズの屈折率分布を示すために、レン
ズ電極に提供される電圧情報であってもよい。入力制御信号はマスタークロック信号、垂
直同期信号、及び反転信号などを含んでもよい。
　制御部４００は、入力画像データに基づいて２次元モード及び３次元モードを含む駆動
モードを判断することができる。これとは異なり、制御部４００は駆動モードを外部から
受信することができる。
【００２０】
　制御部４００は、光源制御部４１０、パネル制御部４２０、及びレンズ制御部４３０を
含む。光源制御部４１０、パネル制御部４２０、及びレンズ制御部４３０は、論理的に（
ｌｏｇｉｃａｌｌｙ）区分されるだけで、物理的には（ｐｈｙｓｉｃａｌｌｙ）区分され
なくてもよい。
　光源制御部４１０は、光源制御信号を生成して、光源駆動部５００に出力する。光源制
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御部４１０は、駆動モードによって互いに異なる光源制御信号を生成することができる。
　パネル制御部４２０は、駆動モード、入力制御信号、及び入力画像データに基づいてパ
ネル制御信号及びパネルデータ信号を生成して、パネル駆動部６００に出力する。
【００２１】
　レンズ制御部４３０は、駆動モード、入力制御信号、及び入力レンズデータに基づいて
レンズ制御信号及びレンズデータ信号を生成して、レンズ駆動部７００に出力する。
　レンズ駆動部７００は、レンズ制御部４３０からレンズデータ信号及びレンズ制御信号
を受信する。
　レンズ駆動部７００は、レンズ制御信号に応答してレンズデータ信号をアナログ形態の
レンズ電圧に変換する。レンズ駆動部７００は、レンズ電圧をレンズパネル３００のレン
ズ電極に出力する。
【００２２】
　図２は、図１のレンズパネル３００におけるバスラインＢＬとレンズ電極ＬＥ及びレン
ズ駆動部７００の接続関係を概略的に示す図面である。図３は、本発明の一実施形態によ
る単位電極ＵＬを示す平面図であり、図４は、本発明の一実施形態による単位電極ＵＬを
示す断面図である。図５は本発明の他の実施形態による単位電極を示す断面図である。図
６は、図２のＡ領域を拡大して示す拡大平面図である。図７は、図６の切断線Ｖ－Ｖに沿
った断面図である。図８は、図６の切断線ＶＩ－ＶＩに沿った断面図である。図９は、レ
ンズ駆動部とバスラインの接続関係を示す図面である。
【００２３】
　図２を参照すると、レンズパネル３００の第１基板３１０は、液晶の配向分布を制御し
てレンズ形状を実現することにより、立体画像を表示するレンズ領域ＬＡと、レンズ領域
ＬＡの周辺に位置して、画像を表示しない周辺領域ＰＡに区分される。図２に示したよう
に、点線の内側領域がレンズ領域ＬＡであり、レンズ領域ＬＡを外れる点線の外側領域が
周辺領域ＰＡである。
　第１基板３１０の上には単位電極ＵＬを形成する複数のレンズ電極（ＬＥ１、ＬＥ２、
．．．、ＬＥ（Ｎ－１）、ＬＥ（Ｎ）、．．．、ＬＥ（２Ｎ－１）；Ｎは自然数）が位置
し、複数の単位電極ＵＬがレンズ領域ＬＡに配置される。複数のレンズ電極ＬＥは、後述
する図３に示すように、縦軸を基準として第１角度αに傾いて配列される。
【００２４】
　周辺領域ＰＡには複数のバスライン（ＢＬ１、ＢＬ２、．．．、ＢＬ（２Ｎ－１）；以
下、ＢＬと記する）が配置される。ここで、単位レンズＵＬを構成する電極の数によって
バスラインの数も変わる。複数のバスラインＢＬは、上側バスライン部ＢＬＰ１、左側バ
スライン部ＢＬＰ２、下側バスライン部ＢＬＰ３、及び右側バスライン部ＢＬＰ４を含む
。図２に示すように、上側バスライン部ＢＬＰ１と下側バスライン部ＢＬＰ３は周辺領域
ＰＡの長辺に位置し、左側バスライン部ＢＬＰ２と右側バスライン部ＢＬＰ４は周辺領域
ＰＡの短辺に位置する。
【００２５】
　本実施形態による複数のバスラインＢＬは、レンズ領域ＬＡを連続的に取り囲んでいる
。具体的に、上側バスライン部ＢＬＰ１、左側バスライン部ＢＬＰ２、下側バスライン部
ＢＬＰ３、及び右側バスライン部ＢＬＰ４は互いに接続して一つのラインを形成し、図２
に示すように、複数のバスラインＢＬの全体形状は実質的に長方形を示す。つまり、複数
のバスラインＢＬそれぞれは一つの経路（ｒｏｕｔｅ）を形成する。
　複数のバスラインＢＬは、レンズ電極ＬＥに比べて抵抗が小さくて不透明な銅、アルミ
ニウムを含んでもよい。
【００２６】
　本実施形態において、上側バスライン部ＢＬＰ１に隣接した周辺領域ＰＡの外側にレン
ズ駆動部７００が配置される。レンズ駆動部７００は、一つの印刷回路基板と少なくとも
一つの駆動チャネル部を含んでもよい。レンズ駆動部７００は、周辺領域ＰＡの外側で一
つの長辺のみに形成される。レンズ駆動部７００に含まれる駆動チャネル部は、複数の駆
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動チャネルを有してもよい。このような複数の駆動チャネルのそれぞれは、接続ライン（
ＣＬ１、ＣＬ２、．．．、ＣＬ（Ｎ）、．．．、ＣＬ（２Ｎ－１）；以下、ＣＬと記する
）によって上側バスライン部ＢＬＰ１に接続される。これについては、後で図９を参照し
て詳細に説明する。
【００２７】
　単位レンズＵＬの各レンズ電極ＬＥは上側バスライン部ＢＬＰ１と、コンタクトホール
によって電気的に接続してもよい。これについては、後で図３乃至図８を参照して詳細に
説明する。
　レンズ駆動部７００が形成されない下側バスライン部ＢＬＰ３においても、単位レンズ
ＵＬのレンズ電極ＬＥと複数のバスラインＢＬが電気的に接続する。言い換えると、レン
ズ電極ＬＥの一側端部は上側バスライン部ＢＬＰ１でバスラインＢＬと接続し、レンズ電
極ＬＥの他側端部は下側バスライン部ＢＬＰ３でバスラインＢＬと接続する。
　上側バスライン部ＢＬＰ１でレンズ電極ＬＥと接続したバスラインＢＬと、下側バスラ
イン部ＢＬＰ３でレンズ電極ＬＥと接続したバスラインＢＬとは、互いに接続して一つの
経路（ｒｏｕｔｅ）を形成する。
　このように、バスラインＢＬが上下部で同一のレンズ電極ＬＥと接続して電圧を印加す
るため、デュアル駆動の効果が現れる。したがって、レンズパネル３００が大型化しても
ＲＣ遅延（ｄｅｌａｙ）の増加問題を改善することができる。
【００２８】
　図３乃至図５を参照して、単位電極ＵＬについてさらに詳細に説明する。図３は、単位
レンズＵＬの平面図であり、図４及び図５は、単位レンズＵＬの断面図である。
　図３及び図４を参照すると、第１基板３１０の上に第１絶縁層３３０ａが位置し、第１
絶縁層３３０ａの上に複数の第１電極（ＬＥ２、ＬＥ４、．．．、ＬＥ（２Ｎ－２）；以
下、Ｌ１と記する）が位置する。第１電極Ｌ１の上に第２絶縁層３３０ｂが位置し、第２
絶縁層３３０ｂの上に複数の第２電極（ＬＥ１、ＬＥ３、．．．、ＬＥ（２Ｎ－１）；以
下、Ｌ２と記する）が位置する。
【００２９】
　第１電極Ｌ１と第２電極Ｌ２との間に第２絶縁層３３０ｂが介在されているため、第１
電極Ｌ１と第２電極Ｌ２は電気的に絶縁する。図４では第１電極Ｌ１と第２電極Ｌ２が互
いに異なる層に位置すると説明したが、これに限定されず、第１電極Ｌ１と第２電極Ｌ２
が同一層に位置して、互いに絶縁するように形成されてもよい。
　第１電極Ｌ１と第２電極Ｌ２は互いにずれるように配置されてもよい。第１電極Ｌ１と
第２電極Ｌ２のそれぞれは、モアレ（Ｍｏｉｒｅ）現象を防止するために、縦軸Ｙａを基
準として第１角度αに傾いて形成されてもよい。第１角度αは、輝度の均一性を維持する
ために、ほぼ８度以上１０度以下であってもよい。
【００３０】
　単位レンズＵＬの中心には中央電極ＬＥ（Ｎ）（Ｎは自然数）が位置して、中央電極Ｌ
Ｅ（Ｎ）を基準として第１電極Ｌ１と第２電極Ｌ２の配置は左右対称であってもよい。
　図４では中央電極ＬＥ（Ｎ）が第１電極Ｌ１と同一層に位置するように示したが、これ
はＮが偶数の場合に該当し、もしＮが奇数の場合には、図５に示すように、中央電極ＬＥ
（Ｎ）が第２電極Ｌ２と同一層に位置してもよい。
　第１電極Ｌ１、第２電極Ｌ２、及び中央電極ＬＥ（Ｎ）は、透明な導電性酸化物質を含
んでもよい。例えば、第１電極Ｌ１、第２電極Ｌ２、及び中央電極ＬＥ（Ｎ）は、インジ
ウム亜鉛酸化物（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｚｉｎｃ　Ｏｘｉｄｅ；ＩＺＯ）、またはインジウム錫
酸化物（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘｉｄｅ；ＩＴＯ）を含んでもよい。
【００３１】
　第１絶縁層３３０ａと第２絶縁層３３０ｂは、光を透過させる絶縁物質を含んでもよい
。例えば、第１絶縁層３３０ａと第２絶縁層３３０ｂは、ケイ素酸化物（ＳｉＯｘ）また
はケイ素窒化物（ＳｉＮｘ）を含んでもよい。第２基板３２０には共通電極３７０が位置
する。共通電極３７０は透明な導電性酸化物質を含んでもよく、例えば、インジウム亜鉛
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酸化物（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｚｉｎｃ　Ｏｘｉｄｅ；ＩＺＯ）、またはインジウム錫酸化物（
Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘｉｄｅ；ＩＴＯ）を含んでもよい。
　第１基板３１０と第２基板３２０との間に液晶層３４０が位置し、共通電極３７０は第
１電極Ｌ１、第２電極Ｌ２、及び中央電極ＬＥ（Ｎ）と共に液晶層３４０の液晶分子を再
配列する。これにより、第１電極Ｌ１、第２電極Ｌ２、中央電極ＬＥ（Ｎ）、共通電極３
７０、及び液晶層３４０は、単位レンズＵＬを形成する。
【００３２】
　図示していないが、共通電極３７０と第１電極Ｌ１の上に配向膜が位置してもよい。配
向膜はラビングまたは光配向されてもよく、配向膜がラビングまたは光配向される方向は
、第１電極Ｌ１、第２電極Ｌ２、及び中央電極ＬＥ（Ｎ）が第１角度αに傾いた方向と同
一であってもよい。
　レンズパネル３００に駆動電圧が印加されると、第１電極Ｌ１と共通電極３７０及び第
２電極Ｌ２と共通電極３７０の間に電界が発生し、液晶層３４０の液晶分子が再配列され
て、単位レンズＵＬがフレネルレンズと同一の位相差変化を有するようにしてもよい。
【００３３】
　以下、図２、図６及び図７を参照して、バスラインＢＬとレンズ電極ＬＥの接続関係に
ついて具体的に説明する。
　図２、図６及び図７を参照すると、単位レンズＵＬの各レンズ電極ＬＥは、上側バスラ
イン部ＢＬＰ１と隣接したレンズ電極ＬＥの端部で曲がって、上側バスライン部ＢＬＰ１
と交差するレンズ電極延長部ＬＥＰと接続する。レンズ電極ＬＥとレンズ電極延長部ＬＥ
Ｐは、同一物質で、同一工程の段階で形成されてもよい。
【００３４】
　図６及び図７を参照すると、第１基板３１０の上にバスラインＢＬが位置し、各バスラ
インＢＬは互いに平行に横方向に延在している。バスラインＢＬの上に第１絶縁層３３０
ａが位置し、第１絶縁層３３０ａの上に第１電極Ｌ１に対応する第１レンズ電極延長部（
ＬＥＰ２、ＬＥＰ４、．．．、ＬＥＰ２Ｎ－２；以下、ＬＰ１と記する）が位置する。
　第１レンズ電極延長部ＬＰ１は、第１絶縁層３３０ａに形成されたコンタクトホールに
よってバスラインＢＬと電気的に接続してもよい。例えば、図７に示したように、レンズ
電極延長部ＬＥＰ（Ｎ－２）は第１コンタクトホール１８５ａによってバスラインＢＬ（
２Ｎ－４）と電気的に接続する。単位レンズＵＬのレンズ電極ＬＥは、それぞれ一つずつ
レンズ電極延長部ＬＥＰを通じて上側バスライン部ＢＬＰ１のバスラインＢＬの一つと接
続してもよい。
【００３５】
　第１レンズ電極延長部ＬＰ１の上に第２絶縁層３３０ｂが位置し、第２絶縁層３３０ｂ
の上に第２電極Ｌ２に対応する第２レンズ電極延長部（ＬＥＰ１、ＬＥＰ３、．．．、Ｌ
ＥＰ（２Ｎ－１）；以下、ＬＰ２と記する）が位置する。
　第２レンズ電極延長部ＬＰ２は、第１絶縁層３３０ａ及び第２絶縁層３３０ｂを貫いて
形成されたコンタクトホールによってバスラインＢＬと電気的に接続してもよい。例えば
、図７に示したように、レンズ電極延長部ＬＥＰ（Ｎ－１）は第２コンタクトホール１８
５ｂによってバスラインＢＬ（２Ｎ－２）と電気的に接続する。
【００３６】
　図２及び図６をさらに参照すると、中央電極ＬＥ（Ｎ）は、上側バスライン部ＢＬＰ１
の最も内側に位置するバスラインＢＬ（２Ｎ－１）と接続する。中央電極ＬＥ（Ｎ）を基
準として直に左側に位置するレンズ電極延長部ＬＥＰ（Ｎ－１）は、上側バスライン部Ｂ
ＬＰ１の最も内側に位置するバスラインＢＬ（２Ｎ－１）の上方に直に隣接したバスライ
ンＢＬ（２Ｎ－２）と接続する。中央電極ＬＥ（Ｎ）を基準として直に右側に位置するレ
ンズ電極延長部ＬＥＰ（Ｎ＋１）は、上述のバスラインＢＬ（２Ｎ－２）の上方に直に隣
接したバスラインＢＬ（２Ｎ－３）と接続する。このようなパターンを有して、図２及び
図６に示したように、バスラインＢＬとレンズ電極延長部ＬＥＰとを接続する第１コンタ
クトホール１８５ａと第２コンタクトホール１８５ｂを形成すれば、実質的にＶ字状のコ
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ンタクトホール１８５のパターンが形成される。
【００３７】
　以下、図２、図６、図８及び図９を参照して、バスラインＢＬとレンズ駆動部７００の
接続関係について具体的に説明する。
　図２、図６、図８及び図９を参照すると、第１基板３１０の上にバスラインＢＬが位置
し、各バスラインＢＬは互いに平行に横方向に延在している。バスラインＢＬの上に第１
絶縁層３３０ａが位置し、第１絶縁層３３０ａの上にレンズ駆動部７００に接続された接
続ラインＣＬが位置する。接続ラインＣＬはバスラインＢＬと交差して、互いに平行に延
在している。
【００３８】
　レンズ駆動部７００と接続電極ＣＬの接続関係について詳細に説明すると、図９に示す
ように、接続ラインＣＬは駆動チャネル部７２０に接続される。駆動チャネル部７２０は
複数のチャネルを有し、各チャネルには駆動部パッド配線３３がつながる。駆動部パッド
配線３３は一定の間隔を有して形成されてもよい。
　駆動部パッド配線３３は、電極接続部５１０を通じて接続電極ＣＬと接続する。電極接
続部５１０は駆動部パッド配線３３及び接続電極ＣＬを接続させる。一般に、駆動部パッ
ド配線３３は金属物質で形成し、接続電極ＣＬは透明伝導性物質で形成するので、互いに
異なる物質の接続のために、駆動部パッド配線３３の接触面積を拡張させて電極接続部５
１０として使用し、接触抵抗を低くすることができる。
　電極接続部５１０の数は接続電極ＣＬの数と同一である。電極接続部５１０は一定の間
隔で形成される。
【００３９】
　接続ラインＣＬは、第１絶縁層３３０ａに形成されたコンタクトホール１８５ｃを通じ
てバスラインＢＬと電気的に接続してもよい。例えば、図８に示すように、接続ラインＣ
Ｌ（Ｎ＋２）は第３コンタクトホール１８５ｃによってバスラインＢＬ（２Ｎ－３）と電
気的に接続する。
　接続ラインＣＬの上に第２絶縁層３３０ｂが位置する。本実施形態では接続ラインＣＬ
が第１絶縁層３３０ａと第２絶縁層３３０ｂとの間に位置するように説明したが、第２絶
縁層３３０ｂの上に接続ラインＣＬが位置してもよく、このときは、第１絶縁層３３０ａ
と第２絶縁層３３０ｂを貫いて形成されたコンタクトホールによってバスラインＢＬと電
気的に接続してもよい。
【００４０】
図１０は、図２のＢ領域を拡大して示す拡大平面図である。図１１は、図１０の切断線Ｉ
Ｘ－ＩＸに沿った断面図である。
　図２のＢ領域はレンズ領域ＬＡの左側を示し、図１０を参照して、本発明の一実施形態
でレンズ電極ＬＥと左側バスラインＢＬＰ２の接続関係について説明する。
　図１０を参照すると、レンズ電極ＬＥは、左側バスライン部ＢＬＰ２と隣接したレンズ
電極ＬＥの端部で曲がって、左側バスライン部ＢＬＰ２と交差するレンズ電極延長部ＬＥ
Ｐと接続する。レンズ電極ＬＥとレンズ電極延長部ＬＥＰは、同一物質で、同一工程の段
階で形成されてもよい。
【００４１】
　図１０及び図１１を参照すると、第１基板３１０の上にバスラインＢＬが位置し、各バ
スラインＢＬは互いに平行に縦方向に延在している。バスラインＢＬの上に第１絶縁層３
３０ａが位置し、第１絶縁層３３０ａの上に下部レンズ電極延長部ＬＥＰが位置する。下
部レンズ電極延長部ＬＥＰの上に第２絶縁層３３０ｂが位置し、第２絶縁層３３０ｂの上
に上部レンズ電極延長部ＬＥＰが位置する。
　下部レンズ電極延長部ＬＥＰは、第１レンズ電極延長部（ＬＥＰ２、ＬＥＰ４、．．．
、ＬＥＰ（２Ｎ－２）；以下、ＬＰ１と記する）または第２レンズ電極延長部（ＬＥＰ１
、ＬＥＰ３、．．．、ＬＥＰ（２Ｎ－１）；以下、ＬＰ２と記する）であってもよく、下
部レンズ電極延長部ＬＥＰが第１レンズ電極延長部ＬＰ１である場合、上部レンズ電極延



(11) JP 2015-114661 A 2015.6.22

10

20

30

40

50

長部ＬＥＰは第２レンズ電極延長部ＬＰ２である。
【００４２】
　下部レンズ電極延長部ＬＥＰは第１絶縁層３３０ａに形成されたコンタクトホールによ
ってバスラインＢＬと電気的に接続し、上部レンズ電極延長部ＬＥＰは、第１絶縁層３３
０ａ及び第２絶縁層３３０ｂを貫いて形成された第１コンタクトホール１８７ａによって
バスラインＢＬと電気的に接続してもよい。
　図１１に示すように、上部レンズ電極延長部ＬＥＰに含まれるレンズ電極延長部ＬＥＰ
（Ｎ－１）は、第１コンタクトホール１８７ａによってバスラインＢＬ（２Ｎ－２）と接
続する。
【００４３】
　中央電極延長部ＬＥＰ（Ｎ）は、図１１に示すように、第１絶縁層３３０ａに形成され
た第２コンタクトホール１８７ｂによってバスラインＢＬ（２Ｎ－１）と電気的に接続し
てもよい。
　単位レンズＵＬのレンズ電極ＬＥは、それぞれが個別のレンズ電極延長部ＬＥＰを通じ
て左側バスライン部ＢＬＰ２のバスラインＢＬの一つと接続してもよい。
　上記で、図１０及び図１１を参照して、レンズ電極ＬＥと左側バスラインＢＬＰ２の接
続関係について説明したが、レンズ電極ＬＥと右側バスラインＢＬＰ４の接続関係も同一
のパターンで形成することができる。
【００４４】
　図１２は、図２のレンズパネルのバスライン、共通電極線、及びシール材を示す平面図
である。図１３は、図１２のＰ領域を拡大して示す拡大図である。
　図１２及び図１３を参照すると、周辺領域ＰＡには複数のバスラインＢＬ、シール材３
５０、及び共通電極線（Ｖｃｏｍ１、Ｖｃｏｍ２）が位置する。シール材３５０は、図４
に示した第１基板３１０と第２基板３２０をレンズパネル３００の周縁部分で接着する役
割を果たす。
【００４５】
　共通電極線（Ｖｃｏｍ１、Ｖｃｏｍ２）は、第１共通電極線Ｖｃｏｍ１と第２共通電極
線Ｖｃｏｍ２を含む。第１共通電極線Ｖｃｏｍ１は、周辺領域ＰＡを左右の二面で取り囲
んでおり、シール材３５０と重なって位置する。第２共通電極線Ｖｃｏｍ２は、周辺領域
を左右だけでなく、下側まで含め三方向で取り囲んでいる。第２共通電極線Ｖｃｏｍ２は
、左右側では第１共通電極線Ｖｃｏｍ１の内側に位置して、シール材３５０と重ならない
。しかし、周辺領域ＰＡの下端で第２共通電極線Ｖｃｏｍ２はシール材３５０と重なって
位置してもよい。共通電極線（Ｖｃｏｍ１、Ｖｃｏｍ２）については、後で図１７乃至図
２０を参照して詳細に説明する。
【００４６】
　本実施形態による複数のバスラインＢＬの中でレンズ領域ＬＡに最も近く位置するバス
ラインＢＬ（２Ｎ－１）について説明する。このバスラインＢＬ（２Ｎ－１）をＸバスラ
インと記する。ＸバスラインＢＬ（２Ｎ－１）は、レンズ電極ＬＥの中心に位置する中央
電極ＬＥ（Ｎ）に接続してもよい。
　本実施形態において、ＸバスラインＢＬ（２Ｎ－１）を除いたそれ以外のバスラインを
ＹバスラインＢＬ１、ＢＬ２、．．．、ＢＬ（２Ｎ－２）と記する。図１３に示すように
、ＸバスラインＢＬ（２Ｎ－１）の幅を第１幅ａといい、Ｙバスラインのうちの最外郭に
位置するバスラインＢＬ１の幅を第２幅ｂというとき、第１幅ａは、第２幅ｂより大きい
。ここで、ＸバスラインＢＬ（２Ｎ－１）と最外郭に位置するバスラインＢＬ１との間に
位置するＹバスラインＢＬ２、ＢＬ３、．．．、ＢＬ（２Ｎ－２）の幅は、第２幅ｂであ
ってもよい。ＸバスラインＢＬ（２Ｎ－１）の第１幅ａが第２幅ｂに比べて大きい理由は
、ＸバスラインＢＬ（２Ｎ－１）に接続する中央電極（図６におけるＬＥ（Ｎ））とＸバ
スラインＢＬ（２Ｎ－１）との間の抵抗差を最小化するためである。このとき、複数のバ
スラインＢＬのうちの互いに隣接するバスライン間の間隔ｃは同一であってもよい。
【００４７】
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　単位レンズＵＬの中央電極ＬＥ（Ｎ）の幅を第３幅ｄといい、単位レンズＵＬで最も左
側に位置するレンズ電極ＬＥ１の幅を第４幅ｅというとき、第３幅ｄは第４幅ｅより大き
い。単位レンズＵＬで最も左側に位置するレンズ電極ＬＥ１から中央電極ＬＥ（Ｎ）に近
いほど次第にその幅が大きくなるレンズ電極ＬＥ２、ＬＥ３、．．．、ＬＥ（Ｎ－１）が
配置される。
　本実施形態において、ＸバスラインＢＬ（２Ｎ－１）は中央電極ＬＥ（Ｎ）に電気的に
接続し、ＸバスラインＢＬ（２Ｎ－１）の第１幅ａは、中央電極ＬＥ（Ｎ）の第３幅ｄよ
り大きい。
【００４８】
　本実施形態において、ＸバスラインＢＬ（２Ｎ－１）の第１幅ａとＹバスラインＢＬ２
、ＢＬ３、．．．、ＢＬ（２Ｎ－２）の第２幅ｂの比率は、２０：１以上であってもよい
。このような数値範囲と関連して、次に、図１４及び図１５で測定したデータを参照して
説明する。
　図１４は、比較例による表示装置の駆動に従う電圧波形のシミュレーション結果を示す
グラフである。
　図１４は、幅が７０マイクロメートル（μｍ）である中央電極ＬＥ（Ｎ）に接続するバ
スラインの幅が１３マイクロメートル（μｍ）である場合に、電圧を印加したシミュレー
ション結果を示すグラフである。図１４を参照すると、第１比較例Ｐ１は、幅が１３マイ
クロメートルであり、レンズ領域を取り囲むバスラインで左側バスライン部に位置する地
点を測定した結果を示し、第２比較例Ｐ２は、下側バスライン部に位置する地点を測定し
た結果を示す。
【００４９】
　第１比較例Ｐ１及び第２比較例Ｐ２のいずれも電圧降下（ＩＲ　ｄｒｏｐ）現象が現れ
る。図２をさらに参照すると、一つのレンズ領域ＬＡには複数の単位電極ＵＬが位置し、
各単位電極ＵＬの中間部分に中央電極ＬＥ（Ｎ）が位置する。一つのバスラインＢＬには
各単位電極ＵＬの中央電極が複数に接続しており、複数の中央電極ＬＥ（Ｎ）は実際に並
列接続している。したがって、複数の中央電極ＬＥ（Ｎ）の個数が大きくなることにより
、抵抗が次第に小さくなる。
【００５０】
　図１５は、本発明の一実施形態による表示装置の駆動に従う電圧波形のシミュレーショ
ン結果を示すグラフである。
　図１５は、幅が７０マイクロメートル（μｍ）である中央電極ＬＥ（Ｎ）に接続するバ
スラインの幅が２６０マイクロメートル（μｍ）である場合、及び幅が３．５マイクロメ
ートル（μｍ）である中央電極ＬＥ（Ｎ）に接続するバスラインの幅が１３マイクロメー
トル（μｍ）である場合に、電圧を印加したシミュレーション結果を示すグラフである。
【００５１】
　図１５を参照すると、第１実施形態Ｅ１は、レンズ領域を取り囲むバスラインで左側バ
スライン部に位置する地点を測定した結果を示し、第２実施形態Ｅ２は、下側バスライン
部に位置する地点を測定した結果を示す。第１実施形態Ｅ１と第２実施形態Ｅ２は同一の
電圧波形を示す。
　図１５を参照すると、図１４の比較例に比べて電圧降下（ＩＲ　ｄｒｏｐ）現象が大き
く減少した。このように、電圧降下現象を減少させるために、次のような数式を満足する
のが好ましい。
【００５２】
　Ｌｘ：Ｂｘ＝Ｌｙ：Ｂｙ
【００５３】
　ここで、Ｂｘはバスラインの最小幅（レンズ電極最小幅対応）、Ｂｙはバスラインの最
大幅（レンズ電極最大幅対応）、Ｌｘはレンズ電極の最小幅、及びＬｙはレンズ電極の最
大幅を示す。
　バスラインの最大幅Ｂｙは、電圧降下現象が許容できる範囲を下記の数式１のように定



(13) JP 2015-114661 A 2015.6.22

10

20

30

40

50

めることができる。
【００５４】
（数１）
　０．５×（Ｌｙ×Ｂｘ）／Ｌｘ＜Ｂｙ≦（Ｌｙ×Ｂｘ）／Ｌｘ　・・・　（数式１）
【００５５】
　図１３をさらに参照すると、前記シミュレーション結果を考慮して、本実施形態で中央
電極ＬＥ（Ｎ）の第３幅ｄを７０マイクロメートル（μｍ）に設計し、中央電極ＬＥ（Ｎ
）から最も遠く離れているレンズ電極ＬＥ１の第４幅ｅを３．５マイクロメートル（μｍ
）に設計してもよい。第３幅ｄと第４幅ｅの比率は２０：１である。レンズ電極ＬＥの幅
と同様に、ＸバスラインＢＬ（２Ｎ－１）の第１幅ａと、ＹバスラインＢＬ２、ＢＬ３、
．．．、ＢＬ２Ｎ－２の第２幅ｂの比率を、２０：１に設計してもよい。
【００５６】
　図１６は、図１２の実施形態を変更した表示装置におけるレンズパネルのバスライン構
造を示す平面図である。
　図１６に示す実施形態は、図１２に示した実施形態と大部分同様である。したがって、
以下に差がある部分についてのみ説明する。
　図１６を参照すると、上側バスライン部ＢＬＰ１の幅を第１幅Ｄ１、左側バスライン部
ＢＬＰ２の幅を第２幅Ｄ２、下側バスライン部ＢＬＰ３の幅を第３幅Ｄ３、及び右側バス
ライン部ＢＬＰ４の幅を第４幅Ｄ４というとき、第１幅Ｄ１は第３幅Ｄ３より小さく、第
２幅Ｄ２は第４幅Ｄ４と同一であってもよい。
【００５７】
　これは、ＸバスラインＢＬ（２Ｎ－１）の幅が周辺領域ＰＡの各辺で互いに異なるため
である。レンズ領域ＬＡを中心に、上側に位置するＸバスラインＢＬ（２Ｎ－１）の幅を
第１幅Ｂ１、左側に位置するＸバスラインＢＬ（２Ｎ－１）の幅を第２幅Ｂ２、下側に位
置するＸバスラインＢＬ（２Ｎ－１）の幅を第３幅Ｂ３、及び右側に位置するＸバスライ
ンＢＬ（２Ｎ－１）の幅を第４幅Ｂ４というとき、本実施形態で第１幅Ｂ１は、第２幅Ｂ
２、第３幅Ｂ３、及び第４幅Ｂ４に比べて小さい。
　第１幅Ｂ１をＢｘ１、第２幅Ｂ２、第３幅Ｂ３、及び第４幅Ｂ４のうちの少なくとも一
つの幅をＢｙ１というとき、Ｂｙ１は、上記の数式１に示したバスラインの最大幅Ｂｙで
あってもよく、Ｂｘ１はＢｙ１より小さい値であり、特に、Ｂｘ１は、上記の数式及び上
記の数式１において有することのできるバスラインの最小幅Ｂｘであってもよい。
【００５８】
　第１幅Ｂ１を有するＸバスラインＢＬ（２Ｎ－１）の部分は、レンズ駆動部７００が隣
接する周辺領域ＰＡに配置される。もし、変更された実施形態として、レンズ駆動部７０
０がレンズ領域ＬＡを中心に上側でなく、下側に形成される場合、小さな幅を有するＸバ
スラインＢＬ（２Ｎ－１）の部分もレンズ領域ＬＡを中心に下側に位置してもよい。レン
ズ駆動部７００が直接接続されたバスライン部の場合には、電圧降下（Ｖｏｌｔａｇｅ　
Ｄｒｏｐ）がほとんど存在しないため、バスラインの幅が狭くてもよいが、レンズ駆動部
７００の反対側に位置するバスライン部の幅が狭いと、ＲＣ遅延の増加と電圧降下が発生
しうるため好ましくない。本実施形態で中央電極ＬＥ（Ｎ）に接続するバスラインの幅を
低減することができるので、レンズ駆動部７００によってベゼルが大きくなるのを補償す
ることができる。
　以上説明した相違点を除いて、図１２で説明した内容は図１６の実施形態に全て適用さ
れる。
【００５９】
　図１７は、本発明の一実施形態による共通電極線構造を示す平面図である。図１８は、
図１７の切断線ＸＶＩ－ＸＶＩに沿った断面図である。図１９は、図１７の切断線ＸＶＩ
Ｉ－ＸＶＩＩに沿った断面図である。図２０は、図１７の切断線ＸＶＩＩＩ－ＸＶＩＩＩ
に沿った断面図である。
　図１７を参照すると、複数のバスラインが配置されたバスライン領域ＢＡの外郭に共通
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電極線（Ｖｃｏｍ１、Ｖｃｏｍ２）が配置される。共通電極線は、バスライン領域ＢＡを
２方向で取り囲む第１共通電極線Ｖｃｏｍ１、及びバスライン領域ＢＡを３方向で取り囲
む第２共通電極線Ｖｃｏｍ２を含む。追加的に、駆動チャネル部７２０の間に位置する第
３共通電極線Ｖｃｏｍ３をさらに含んでもよい。第３共通電極線Ｖｃｏｍ３は、複数の駆
動チャネル部７２０の間に一つずつ複数に形成されてもよい。
【００６０】
　図１７及び図１８を参照すると、第１基板３１０の左側周縁がカッティングされて、第
２基板３２０の左側周縁と第１基板３１０の左側周縁が実質的に一致してもよい。第１共
通電極線Ｖｃｏｍ１は、周辺領域ＰＡの左側辺に沿って長く延在し、シール材３５０と重
なってもよい。このとき、シール材３５０は導電性物質を含んで、第１共通電極線Ｖｃｏ
ｍ１と共通電極３７０を電気的に接続してもよい。第２共通電極線Ｖｃｏｍ２は、第１共
通電極線Ｖｃｏｍ１と平行に周辺領域ＰＡの左側辺に沿って長く延在し、周辺領域ＰＡの
左右側部分でシール材３５０の内側に位置してもよい。
【００６１】
　第２共通電極線Ｖｃｏｍ２は、ショートバー３６０によって共通電極３７０と電気的に
接続する。ショートバー３６０は、第２共通電極線Ｖｃｏｍ２が延在している方向に沿っ
て互いに離隔した形態で複数形成されてもよい。ショートバー３６０の個数に等しいショ
ートポイントが形成されてもよい。
　図１７及び図１９を参照すると、第１基板３１０の下側周縁がカッティングされて、第
２基板３２０の下側周縁と第１基板３１０の下側周縁が実質的に一致してもよい。第２共
通電極線Ｖｃｏｍ２は、周辺領域ＰＡの左側辺の第２共通電極線Ｖｃｏｍ２と接続して、
周辺領域ＰＡの下側辺に沿って長く延在し、第２共通電極線Ｖｃｏｍ２の一部分はシール
材３５０と重なってもよい。シール材３５０が導電性物質を含む場合には、シール材３５
０によって第２共通電極線Ｖｃｏｍ２と共通電極３７０が電気的に接続し、シール材３５
０が絶縁物質を含む場合には、別途のショートバー（図示せず）を形成して第２共通電極
線Ｖｃｏｍ２と共通電極３７０を電気的に接続してもよい。
【００６２】
　図１７及び図２０を参照すると、第３共通電極線Ｖｃｏｍ３は、印刷回路基板７１０か
ら延長されて第２基板３２０と重なる第１基板３１０の部分まで形成される。第３共通電
極線Ｖｃｏｍ３はシール材３５０と重なってもよい。このとき、シール材３５０は導電性
物質を含んで、第３共通電極線Ｖｃｏｍ３と共通電極３７０を電気的に接続してもよい。
　上述した第１共通電極線Ｖｃｏｍ１、第２共通電極線Ｖｃｏｍ２、及び第３共通電極線
Ｖｃｏｍ３には互いに異なる電圧が印加されてもよい。このように、複数の共通電極線（
Ｖｃｏｍ１、Ｖｃｏｍ２、Ｖｃｏｍ３）を通じて互いに異なる電圧を印加し、多様な位置
でショートポイントを形成することにより、共通電極３７０に印加される共通電圧の均一
性（ｕｎｉｆｏｒｍｉｔｙ）を向上させることができる。
【００６３】
　図２１は、図１２の実施形態を変更した表示装置におけるレンズパネルのバスライン構
造を示す平面図である。
　図２１で説明しようとする実施形態は、図１２で説明した実施形態と大部分同様である
。したがって、次に相違がある部分についてのみ説明する。
　図２１を参照すると、第１方向Ｐに沿って配列された複数のバスラインＢＬの幅は次第
に増加する。第１方向Ｐは、図２１に示すように、図面上左側から右側へ向かう方向に限
定されず、上側バスライン部ＢＬＰ１では第１方向Ｐが上部から下部へ向かう方向になり
、下側バスライン部ＢＬＰ３では下部から上部へ向かう方向になり、右側バスライン部Ｂ
ＬＰ４では右側から左側へ向かう方向になる。言い換えると、最外郭に配置されたバスラ
インにおいて、レンズ領域ＬＡに最も近いバスラインに向ってバスラインの幅が次第に増
加する。
【００６４】
　このとき、図２を共に参照して説明すると、最も幅が大きいバスラインは、レンズ電極
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ＬＥのうちの中央電極ＬＥ（Ｎ）に接続し、最も幅が小さいバスラインは、レンズ電極Ｌ
Ｅのうちの幅が最も小さい第１電極Ｌ１または第２電極Ｌ２に接続する。最も幅が小さい
バスラインと最も幅が大きいバスラインとの間に配列されたバスラインＢＬは、幅が大き
くなる傾向により、これに対応するレンズ電極ＬＥの第１電極Ｌ１または第２電極Ｌ２と
順次に接続してもよい。
　以上説明した相違点を除いて、図１２で説明した内容は図２１の実施形態に全て適用さ
れる。
【００６５】
　図２２は、本発明の一実施形態による多チャネル構造を説明するために、図１２のＰ領
域を拡大して示す拡大図である。
　本実施形態において、レンズ駆動部７００は、少なくとも一つの駆動チャネル部（図９
の７２０）を含む。少なくとも一つの駆動チャネル部は複数の駆動チャネルを含む。一つ
の駆動チャネル部に含まれる複数の駆動チャネルのそれぞれは接続ラインＣＬと接続する
。
　図２２を参照すると、複数の接続ラインＣＬが一つのバスラインＢＬに接続してもよい
。例えば、ＸバスラインＢＬ（Ｎ）は、図２２に示すように、４本の接続ラインＣＬによ
ってレンズ駆動部７００と接続し、外側に位置するバスラインＢＬ２は、２本の接続ライ
ンＣＬによってレンズ駆動部７００に接続する。このとき、それぞれの接続ラインＣＬと
接続する各駆動チャネルは、互いに同一の出力を有してもよい。ＸバスラインＢＬ（Ｎ）
に接続されたレンズ電極ＬＥの中央電極ＬＥ（Ｎ）は、幅が広くて負荷が大きい。したが
って、ＸバスラインＢＬ（Ｎ）に他のバスラインＢＬに比べて多くの駆動チャネルを接続
するのが好ましい。
【００６６】
　本実施形態において、ＸバスラインＢＬ（Ｎ）に接続する駆動チャネルの数が多くなれ
ば、図９で説明した駆動部パッド配線３３の個数と接続電極ＣＬの個数を増加してもよい
。
　レンズ駆動部７００に含まれている駆動チャネル部が一つであってもよいが、複数の駆
動チャネル部が形成される場合には、一つの駆動チャネル部でバスラインと複数の駆動チ
ャネルが接続する構造は周期性を有してもよい。
【００６７】
　図２３は、図２の実施形態を変更した表示装置において、レンズパネルの第１基板に配
置されたバスラインとレンズ電極及びレンズ駆動部の接続関係を概略的に示す図面である
。
　図２３に示す実施形態は、図２に示した実施形態と大部分同様である。したがって、次
に相違がある部分についてのみ説明する。
　図２３を参照すると、接続ラインＣＬの数はレンズ電極ＬＥの数の半分である。具体的
に、接続ラインＣＬは、レンズ電極ＬＥのうちの最も幅が小さい電極ＬＥ１から中央電極
ＬＥ（Ｎ）までの電極個数であるＮ個と同数形成されている。図４及び図５で説明した通
り、レンズ電極ＬＥが中央電極ＬＥ（Ｎ）を基準として左右に対称である場合には、一つ
のバスラインＢＬに互いに対称関係にある二つのレンズ電極ＬＥが接続してもよい。
　以上説明した相違点を除いて、図２で説明した内容は図２３の実施形態に全て適用され
る。
【００６８】
　図２４は、本発明の一実施形態によるレンズパネルの電圧駆動波形及びそれによる電流
波形を従来の場合と比較して示すグラフである。図２４において、破線は、従来の電圧印
加方式及びそれによる電流波形を示し、実線は、本実施形態による多段電圧印加方式（Ｖ
ｏｌｔａｇｅ　Ｓｔｅｐ　Ｉｎｓｅｒｔｉｏｎ；ＶＳＩ）及びそれによる電流波形を示す
。
　図２４を参照すると、本実施形態によるレンズパネルを劣化現象なしで駆動するために
反転駆動を行う。反転駆動を行うとき、レンズパネルに充電、放電が起る瞬間に電流が発
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め、ピーク電流（Ｐｅａｋ　Ｃｕｒｒｎｅｔ）が非常に高いことがある。
【００６９】
　したがって、本実施形態ではピーク電流を低減するために、図２４に示すように多段電
圧印加方式を使用する。具体的に、本実施形態による電圧波形は、反転駆動が起こる直前
に階段状の電圧レベルを有する。図示したように、２ステップの場合にはピーク電流が半
減する。ステップの数は電圧の大きさによって２乃至８ステップとしてもよい。
　階段波形を入力する時間は、液晶緩和（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｒｅｌａｘａ
ｔｉｏｎ）が発生しないように短くするのが好ましい。例えば、１μｓ（ｍｉｃｒｏｓｅ
ｃｏｎｄ）以上、１ｍｓ（ｍｉｌｌｉｓｅｃｏｎｄ）以下に液晶の種類に応じて異なるよ
うに設定してもよい。
【００７０】
　以上、本発明の好ましい実施形態について詳細に説明したが、本発明の権利範囲はこれ
に限定されず、特許請求の範囲で定義している本発明の基本概念を利用した当業者の種々
の変形及び改良形態も本発明の権利範囲に属するものである。
【符号の説明】
【００７１】
　１００　　光源部
　１８５ａ、１８７ａ　　第１コンタクトホール
　１８５ｂ、１８７ｂ　　第２コンタクトホール
　２００　　表示パネル
　３００　　レンズパネル
　３１０　　第１基板
　３２０　　第２基板
　３３０ａ　　第１絶縁層
　３３０ｂ　　第２絶縁層
　３４０　　液晶層
　３５０　　シール材
　３６０　　ショートバー
　３７０　　共通電極
　４００　　制御部
　５００　　光源駆動部
　６００　　パネル駆動部
　７００　　レンズ駆動部
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